


青空監獄

今にも届きそうだから

伸ばした手を戻せない

地上からはるか百メートル

最上階の監獄で

唯一残ったガラクタを

深く遠く閉ざすことで

唯一残ったガラクタを

ずっとずっと守りきった

僕らの空は格子の先

憎らしい程　澄んだ青

届かずに閉じたドアを

いつかは開けるかな

ただ今は声を殺して

汚さずにいようとした

あざとさを憎んでは

夢に逃げ込んだ

声が聞こえてしまいそうで

「助けて」なんて叫べない

地上からわずか百メートル

最上階の監獄で

(抜け出そうともがいては)
どこまでも落ちてゆける空へ

いつまで気づかない振りで

どこまでも行けるんだって事を

いつまで気づけない振りで

僕らの空は格子越し

いつだってきれいな青空

途切れたままの言葉は

いつか言えるのかな



ただいまを言う素直さで

溢さずにいられなかった

浅はかな幼さを

赦しあえたなら

「扉の奥には誰もいないから」

たったひとりでずっと

寄り添う壁際の強がりを

憐れと思わないで

僕らの空は格子越し

いつだって　きれいな

届かずに閉じたドアを

いつかは開けるかな

ただ今は声を殺して

汚さずにいようとした

あざとさを憎んでは

夢に逃げ込んだけど

途切れたままの言葉

いつかは言えるだろう

おかえりと笑うやさしさで

汚さずにいられなかった

愚かさも愛しいと

抱きしめられたら　いつか



かわるかわる

前を見て走り出しては

振り返ることを忘れてしまうから

あたたかいものもつめたいものも

気づけないで生きてしまうのさ

前を見て笑い出しては沈む

ものを気のせいに変えてしまうから

バランスがうまく取れなかったときは

近い君を叩いてしまうのか

本当が「どうでもいい」と　言ってしまうのは　怖い

好きなものを抱えこめずに

嫌なものを捨てきれずに

裂けるたびに押し込む悲鳴こそを

力に代わるものだと信じていたの

 

噛み砕いて流し込んでは

繰り返しだと思ってしまうから

あたたかいものもつめたいものも

わからないで生きてしまうのさ

「空想」を思い返しては歪む

気分を勢いにさらってしまうから

無理やり引きずり出された夢に

少し違う君を見てしまうのか

「本当はどうでもいい」と　言ってしまえたら　楽か？

好きなものを愛し通せずに

嫌なものを憎みきれもせず

歌えないほどの震える喉こそは

力を響かせて今日の雨を乾かす



好きなものを抱えきれずに

嫌なものを許しきれずに

擦りきれたぼろぼろのひかりが

低い天井を照らしている

好きなものを抱えこめずに

嫌なものを捨てきれずに

裂けるたびに一人耐えた声こそを

薄く溶かした優しい歌に変えて

変わるものだときっと　信じて



プラスチド

染みた分の伝う水が

いつかを咲かすって

とめどなく流したけど

腐るなんて知らなかった

雨の続く深い闇

濡れるほど乾く心

まぎれる悲鳴に安堵した

君に届かなければ　いい

遺せない想いを許せない昨日を

埋めてきた　咲く花の色を

鮮やかに変えるほど

隠してた切り口から流す赤色を

伝う文字にして刻めたら

気づいてくれるだろうか

光さえ途切れぬなら

ずっと続くはずと

惜しみなく与え続けた

干からびるまでずっと

焼け付く記憶褪せる日々

晒すたび失くす僕を

繋ぎ止める声もう二度と

響くことはないと知る

守れない想いを繋げない明日を

諦めて　咲く花はもう

何色も纏わない

隠した傷跡に触れてきたその手を

解かずにぼくができたなら

気づいてくれただろうか



「ゼロから生み出せない

君すら奪うだろう」

ゼロから始めては

僕でいようとする

「ゼロから生み出せないから」

共に在ろうとした

ゼロから創めるよ

僕で君でそのままで

歪めた記憶焦る日々

探しては失くす僕を

呼ぶ声に今もう一度だけ

響いて欲しいと願う　君に

遺せない想いを許せない昨日を

埋めてきた　咲く花の色を

鮮やかに変えるほど

隠してた切り口から流す赤色を

伝う文字にして刻めたら

気づいてくれるだろうか

守りたい想いを繋げたい明日を

願うから　咲く花の色には

やさしさを纏って

晒した傷跡に触れてきたその手を

解かずに僕らいられるなら

笑いあえるのだろうか

もう一度　あえるだろうか



あおぞら

風に乗って走る足より

コケた赤い膝を受け入れて

転がり込む幸福よりも

噛み締めた日々を尊ぶんだ

やっと目を開けた　世界が夜でも

光りを感じる

君が隣にいなくても　今すぐ会えなくても

僕は　ただ　想うことができる

空が随分晴れなくても　土砂降り見舞われても

明日は　きっと　眩むよな青空

やっと手を広げた　世界が末でも

温度を感じる

君は隣にいなくても　いつでも会えなくても

僕は　もう　笑うことができる

星があんまり降らなくても　本当はただの石ころでも

願いは　きっと　いつか

君が隣にいなくても　今すぐ会えなくても

僕は　ただ　想うことができる

空が随分晴れなくても　土砂降り見舞われても

明日は　きっと　青空

眩むよな　青空



三原音

どうして駄目なんだってことを

理解していて本当は

悲しみまた壊してしまった

避けるほどに悲鳴が

当たっては砕け散った破片の世界

夜（矢）が来る前に逃げ出そうとするけどどこへ

零した空想が誰かの手に渡ってしまって

世界の湾曲が距離すら歪ませた円を描く

混ざりものの　白　黒　まだ溶かしきれずに

ただ汚してしまった　三原の　音を　今問う

飲み込んだらすぐに消せるのは

青色が空のせいではなくて

思いついた願いがたやすく

叶っていってしまったから

当たらずに焼け残った破片の世界

夜（矢）が来る事は知っているけどじゃあどこへ？

触れた指も崩れ落ちそうな乾いた焦燥の日々

からからで燃え尽きそうな火種ばかりの様相に

混ざりあえぬ　白と黒　まだ壊しきれずに

ただ汚れてしまった　三原の　声で　今問う

　

どんなに縋ったって

どんなにもたれたって

夜は僕らを抱かない

どんなに走ったって

こんなにもがいたって

朝に出会ってしまう



零した空想が誰かの手に渡ってしまって

世界の湾曲が距離すら歪ませた円を描く

混ざりものの　白　黒　まだ溶かしきれずに

ただ汚してしまった　三原の　音を　今問う

触れた指も崩れ落ちそうな乾いた焦燥の日々

からからで燃え尽きそうな火種ばかりの様相に

混ざりあえぬ　白と黒　まだ壊しきれずに

ただ汚れてしまった　三原の　声で　今問う

混ざりものの　白　黒　まだ溶かしきれずに

ただ汚れたまま　三原の　音を　「今」と言う



かなりあ

夕闇に溶けるように

氷みたいな今日が終わってく

こぼれた溜息達も

明日になれば乾くだろう

束縛を好まない両の手

滲んだ自由を握り締めて

今　空に放つ

僕はここにいるんだよって

声を枯らしながら

響かない歌と涙

僕自身が疑っていた

見つからない迷子のように

立ち止まってみても

迷わずに雑踏は

僕の影を透り抜けてく

春風が急かすように

散らし花を引き連れてく

転がる悲しみさえも

祝福するように奏でながら

そうやって過ぎ去る日々が

滲んだ視界をそっと撫でるよ

今　空を仰ぐ

僕がここにいたんだよって

証明したいなら

響かせる音と声は

悲鳴じゃなくたっていい

見つからない迷子を演じ



立ち尽くしてみても

迷えない残酷な

ただの人として立つ

今ここに

鳥篭を空けてどれほど経ったのか

数えるほど遠くはなく過去を持つ右手で

抱えたのが正しさじゃなくても

優しさじゃなくても構わないけど

できたら君の手を繋ぎたい

僕はここにいるんだよって

声を枯らしながら

響かせたい歌と日々は

僕自身が望む今日

見つからない迷子のように

立ち止まるのはやめて

迷いながら歩き続ける

僕の影を纏いながら

ただの人として立つ

今ここに



幸せな君の涙

幸せなその声も仕草も

君の涙も守りたくて

頼りない両手だけれど

そっと抱き寄せた

長年越し。その間には

お互いに知らない人生(こと)があって
すれ違う、その度に

微かな痛みを抱えてた

偶然に、許された出会いにも

沢山の優しさと傷が潜んで

泣きながら、寄り添う二人

祈るような夜明けも会ったけど

星は消えてずぶ濡れの闇に

「居場所なんて……」君が呟く
明けぬ夜はないと知ってても

晴れた空に天使は見えない

愛しいその声も仕草も

君の笑顔も守れなくて

強くなろうと誓ったんだ

その手に触れながら

ささやかな幸福が降る度に

凍える様に風は吹きぬけて

消えそうな灯火を

薄いコートで包み込む

様々な悲しい言葉に

二人は僅かな隙間を作ったけれど

それを押し付ける様に皆の手が

更に強く、強く。優しい温度で

星もなく切りつける様な空に



少し不安は隠せないけれど

雲が流れ透った先に、月明かり

君の横顔を映す淡い光

幸せなその声も仕草も

君の涙も守りたくて

頼りない両手だけれど

そっと抱き寄せた

星は消えてずぶ濡れの闇に

「居場所なんて……」呟いたあの日
数え切れぬ日々の果てに今、降る

その雨は日差しよりも優しい

愛しいその声と仕草で

見せた涙は幸せの色

頼りない両手だけれど

君を抱き寄せる

幸せなその声も仕草も

幸せな君の涙も全て守るから

強くなろうと誓うんだ

その手に触れながら

幸せなその声も仕草も

頼りない両手だけれど

その声も仕草も涙も

幸せな……



なきがお

「まっすぐ歩けば　たどりつけるよ」

空を指す君と僕の

うしろには何もない　今はもう

帰れない　君と僕の

つなぐ指　泥だらけで

互いの温度だけを知る

迎える光が　なぜだか怖くて

言いきかすように

「大丈夫、きっと……」

月はまた満ちては欠けて

見上げる僕らをまばらに染める

吹く風が髪を揺らした

隙間から見えた　君の泣き顔

つなぐ指　すっと抜けて

約束だけ糸を紡ぐ

優しい全ては　なんだか怖くて

溢れないように　目蓋を閉じた

雨がずっと泣き止まずに

震える僕らを濡らし続けた

声もなくそっと流れる

隙間から見えた君の泣き顔

迎える光が　なぜだか怖くて

言いきかすように

「大丈夫、僕ら……」

悲しみは溶けては積もり

凍える僕らを白く染めてく

吹く風が髪を揺らした

隙間から見えた　君の



月はまた満ちては欠けて

見上げる僕らをまばらに染める

吹く風が髪を揺らした

隙間から見えた　君の泣き顔



ハネキリ

君が触れた　やさしい記憶を

ばっさりと　切り落として

明日へ向かう　僕の背中は

もう何も　引き摺らない

妖精の羽のように

揺らして歩いてた

地に付くほどの意図は

君に引いて欲しくて

からかう様に指に絡める

そんな仕草がずっと好きだった

「赤い運命」であればいいと　本気で

染めようかなんて何度も思った

君が触れた　やさしい記憶を

ばっさりと　切り落として

明日へ向かう　僕の背中は

もう何も　引き摺らない

唇を寄せて瞼を閉じる

そんな仕草がずっと好きだった

茨のように絡まったままで　二人

百年の眠りについても良かった

君が撫でた　やさしい思い出

ばっさりと　振り払って

今日を生きる　僕の背中に

もう羽は　見当たらない

君が触れた　やさしい記憶を

ばっさりと　切り落として

明日へ向かう　僕の背中は

もう何も　引き摺らない



ひび

壊れる前に少しずつ少しずつ

伸びてったひびわれが

いつかの別れを見せつけるとして

それなら突然に振って沸いたような

この喪失はどんな亀裂を走らせるの

きっとこれから歩くはずの道

真っ二つ縦に走るほど

ずっとこれから進むはずの明日

真っ赤に引き裂くほどの　ひび

ひび　ひび　ひび　日々

硝子以上に気を遣って

取り扱って頂いて

それゆえに滑り落ちるとして

そのうえこんなにも硬い地面で

砕けた破片は誰に突き刺さるの

きっとこれから出会う全て

無差別に傷つけるだろう

ずっとこれから続くはずの今

真っ赤に染めるほどの　ひび

ひび　ひび　ひび　日々

こわれものだとか　繊細だとか

疲れてるだとか　黒歴史だとか

あいしてるだとかつもりだとか

いいわけにすらなってないんだ

ひびからあふれた赤い闇が



日々からこぼれたその涙が

意味するのが

感情だって

理想なんて

下らないって散々

自分の理論を通せたら勝ち

なんてわけじゃないんだよ

ころしたいだとか　惨劇だとか

憑かれてるだとか　多重人格だとか

しんじてるだとかつもりだとか

さっき自分で決めたんだろ

ひびから聞こえたその声が

日々からこぼれたその歌が

意味するのは

感情だって

真実なんて

意味がないって散々

今現在を愛しているなら負け

なんてわけがないんだよ

ひびから聞こえたその声が

日々からこぼれたその歌が

意味するのは



よるのうた

まだ消えない夜の歌

陽の光に負ける前に

今聞こえた君の歌

この光に溶ける前に

咲いた窓辺に

透かす遠い歌

暮れるたそかれ

夢は遠い歌を

なぞって

解かして

とぷりふける

まだ消えない夜の歌

陽の光に負ける前に

今聞こえた君の歌

この光に解ける前に

いつかひろげたその腕は

何もかもを留めればいい

繋いだ右手に今は白い花

暮れるたそがれ

空は遠いうたを

歌って泣かせて通り過ぎる

まだ明けない夜の歌

陽の光に怯えながら

今呟く君の歌

この光に晒す前に

まだ消えない夜の歌

陽の光に負ける前に

今聞こえた君の歌

この光に解ける前に

いつかひろげたこの腕が



何もかもを留めればいい



ましろの弔い

空は荒れ果てた群青 夜に重なる弱い群像を

見つけて はなした 飛行機
気づいて 大空舞う 白い羽の欠片

失くさないまま 忘れないまま 繋いだままで
僕らはずっと 歩いてゆける 信じていた
失くし続けて 忘れ続けて いつしか離れた手が
繋がる先を 思ってまた 眠りにつく

雲を流して染めた群青　夜を纏って背負う幻想

繋いで　閉ざした　檻籠

それでも　空を歌う　白い羽はかけら

あたたかいまま　柔らかいまま　優しいままで

僕らはずっと　続いてゆくと　願っていた

冷たく流れ　崩れ落ちてく　零れた赤と涙

拭われる手を　望んでただ　眠りにつく

見つけた 片夢 そっと
気づいた 大空舞う 白い羽根の行方

壊さないように 傷つけぬように 抱いた肩を
僕はただずっと 守ってゆくと 信じていた
壊し続けて 傷つけ続け 流した沢山の涙が
乾いてくこと 願ってはまた 眠りを呼ぶけれど

失くさないまま 忘れないまま 繋いだ手のままで
僕らはずっと 歩いてゆけぬと 知った日から
失くし続けて 忘れ続けて
壊し続けて 傷つけ続けながら
繋がる先を想ってまた目を開く



繋がる先を想って

繋がる先を



刃

守っていたいって

願ったまま磨いだ刃が

思うよりも重たくて

今にも君に落としてしまいそう

守って痛いって

願ったけど解いた刃は

思うように下ろせなくて

今また傷を増やしてしまいそう

笑顔の執行を常者は糾すけど

涙の思考を救う術もない

ただ大切を守りたいと振るった

滅茶苦茶な軌跡が流す赤

ただ大切を守ろうと奪った

いくつもの奇跡はもう、戻せない

守っていたいって

願ったから磨いだ刃

想いよりも軽すぎて

今すぐ全て壊してしまいそうで

狂気の疾走を異常者は囃すけど

泣いてたあの手にもう届かない

ただ大切を守りたいと振るった

滅茶苦茶な軌跡に滲む赤

ただ大切を守ろうと奪った

いくつもの奇跡はもう二度と

ただ大切を愛しいと知れば

無茶苦茶な切先に流す嘘

ただ大切を守るためだけの



いくつかの奇跡だけ、この腕に

ただ大切を守りたいと振るった

滅茶苦茶な軌跡が流す赤

ただ大切を守ろうと奪った

いくつもの奇跡はもう戻らないけど


